郷里の 家 を 貸して ある T 氏から はがきが 来た。 平生 

あまり 文通 をして いない この 人から 珍しい 書信な ので、 

どんな 用 かと 思って 読んで みると、 

郷里の 画家の 藤 田と いう 人が、 筆者の 旧宅すな わち 

現在 T 氏の 住んで いる 屋敷の 庭の 紅葉 を 写生した 油絵 

が 他の 一 点と ともに 目下 上野で 開催中の 国展に 出品 さ 

れ ている はず だから、 暇が あったら 一 度 見に 行ったら 

どうか。 

と レぅ親 IP- , 。知 ら せであった。 さっそく 出かけて 

行って 見たら、 たいして 搜 すまで もな くすぐに 第二 室 

で その 絵に 出くわした。 これ だと わかった 時には 



に 不思議な 錯覚で それが 二十 年 も 昔と 寸分ち がわない 

ような 気がする ので ある。 

この 飛び石の すぐ わきに、 もとは 細長い 楠の木が 一 

< まざ さ 

本あった。 それ は どこかの 山から 取って来た 熊笹 だか 

藪柑子 だかと いっしょに 偶然く つ ついて 運ばれて 来た 

小さな 芽ば えが だんだんに 自然に 生長した ものである。 

はじめは ほんの 二 一寸であった ものが、 一二 尺に なり、 

四 五 尺に なり、 後に はとうとう 座敷の ひさしよりも 高 

くな つてし まった。 庭の ぁ坦な 部分の まん 中に それが 

旗 ざお のように 立 つ ている のが どうも 少し 唐突な よう 

に 思われた が、 しかし 植物 を まるで 動物と 同じように 



くの 間 は 生き残った 肉親の 人々 の 追憶の 中に かすかな 

残像の ようになって 明滅す るか もしれ ない。 死んだ 

自分 を 人の 心の 追憶の 中に よみがえらせた いという 欲 

望が なくなれば 世界 じゅうの 芸術 は 半分 以上なくなる 

かもしれ ない。 自分に しても 恥さらしの 随筆な ど は 書 

力な レカ ちし， W なレ 

やました 

こんなよ しなし ごと を 考えながら、 ぶらぶらと 山 下 

の ほうへ おりて 行く のであった。 

(昭和 九 年 六月、 心境) 
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